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５月25日、１年かけてお酒と酒器作りを楽しむ「ザづ酉塾」が問謁し、田植えに挑戦した参加者たちは酒米

「山田綿」の苗を、１本１本丁寧に植えていました。（関連記事は８ページに記肱）
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こ
れ
か
ら
が
本
番
。
台
風
・

『
災
害
は
、
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
』

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
集
中
豪
雨
や

台
風
防
の
大
雨
に
よ
り
被
害
が
発
生

す
る
心
配
が
高
ま
り
ま
す
。
被
害
を

防
ぐ
た
め
に
、
日
頃
か
ら
防
災
意
識

を
も
ち
、
備
え
と
点
検
が
必
要
で
す
。

①
台
風
や
大
雨
が
く
る
前
に

○
家
庭
内
で
の
話
し
合
い

　
役
割
分
担
、
避
難
場
所
、
避
難
場

所
ま
で
の
道
順
や
家
族
と
の
連
絡
方

法
な
ど
を
家
族
全
員
で
確
認
し
ま

し
よ
う
。

②
台
風
や
大
雨
が
近
づ
い
て
き
た
ら

　
テ
レ
ビ
ー
ラ

ジ
オ
ー
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
気

象
情
報
を
チ

ェ
ッ
ク
し
ま

し
よ
う
。

③
危
険
が
近
づ
・
い
た
ら

　
不
安
、
危
険
を
感
じ
た
ら
近
所
の

人
と
声
を
掛
け

合
い
、
早
め
に

避
難
し
ま
し
ょ

う
。
戸
締
ま
り
、

火
の
元
の
確
認

を
忘
れ
ず
に
。

一
④
避
難
準
備
情
報
、
避
難
勧
告
、

　
避
難
指
示

　
住
民
を
災
害
か
ら
保
護
し
、
災
害

の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
必
要
と

認
め
る
地
域
や
区
域
に
町
か
ら
発
令

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
町
が
設
定
し
た
避
難
施
設
（
下
表

参
照
）
へ
、
す
み
や
か
に
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。

　
《
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
》

　
災
害
時
は
、
地
域
の
つ
な
が
り
や

助
け
合
い
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

特
に
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
方

は
、
周
り
の
人
々
の
協
力
や
介
助
か

不
可
欠
で
す
。

　
非
常
時
に
備
え
、
普
段
か
ら
ご
近

所
間
の
連
絡
を
密
に
し
、
協
力
体
制

づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

え
ま
し
よ

　Ｗつ

－

福祉避難施設 所在地

デイサービス

センター

いきいき
長野郷

特別喪服老人ホーム

はさみ荘

　(ショートステイ)
稗木場郷

　　　　　　　　　　　＿

デイサービス

センター

はさみ荘

稗木場郷

テイサービス

センター

銀のらくた

湯無田部

町防災計画書指定の避難施設
申尾山交流館 中央小学校体育館

三股郷公民館 宿コミュニティセンター

永尾構造改善センター 村水郷公民館

東小学校永尾分校 皿山郷公民館

小樽構造改善センター 稗木場郷公民館

野々川郷公民館 田ノ頭郷公民館

内海産業会館 川内郷公民館

東小学校体育館 岳辺田郷公民館

井石郷公民館 甲長野郷公民館

勤労福祉会館 乙長野郷公民館

鬼木構造改善センター 南小学校体育館

金屋⊇ミュニティセンター 波佐見高校体育館
　　　　　　　　　　　　　　　‥一一　　　－折敷瀬集落センター

町農村環境改善センター

中学校体育館 協和郎公民館

町体育センター 志折郷公民館

町総合文化会館 平野郷公民館

　土砂災害では、斜面にヒビが入る、圈から水が噴出する、小石等が落下するなどの前兆が起

こります。また、大規模な土石流や坦すベリは、異常な地鳴り、山鳴り、川の水泣か下がる、

木の裂ける音、地面のヒビ割れや異常な臭いといった前兆が起こります。

　これから本格的な雨や台風の季節を迎えます。災害から身を守るため、防災情報を正しく理

解し、避難経路や避難場所の確認、非常時持ち出し品の準備など、日頃の備えが大切です。

　一人ひとりが防災の意識を高め、災害に備えましよう。
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平
成
・
2
6
年
度
選
挙
日
程

投
票
時
間

午
前
７
時
～
午
後
８
時

　
農
業
委
員
会
は
、
農
業
に
携
わ
る
方
の
農
業
経

営
の
発
展
及
び
生
活
向
上
を
図
リ
、
農
業
全
般
に

わ
た
る
問
題
解
決
な
ど
重
要
な
役
割
を
担
う
農
業

者
の
代
表
機
関
Ｉ
す
。
農
業
者
に
よ
る
選
挙
で
委

員
を
選
出
し
ま
す
。

・
投
票
で
き
る
方
、
立
候
補
で
き
る
方

　
次
に
該
当
す
る
、
波
佐
見
町
内
に
在
住
す
る
2
0

歳
以
上
の
人
で
、
農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
た
方
で
す
。

　
①
1
0
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
の
耕
作
業
務
を
営
む

　
　
方
（
経
営
主
）

　
②
経
営
主
と
同
居
す
る
親
族
又
は
配
偶
者
で
、

　
　
年
間
お
お
む
ね
6
0
日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る

　
　
人
等

※
立
候
補
者
説
明
会

　
・
日
　
時
　
６
月
9
7
－
日
（
金
）
午
前
1
0
時
か
ら

　
・
場
　
所
　
役
場
２
階
　
第
４
会
議
室

町
長
編
事
の
選
挙
間
日
は

　
９
月
７
日
（
日
）
に
決
竃
！

※
詳
細
は
、
来
月
号
以
降
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

堰
塀
徊
捻
詣
没
唇
で
す
亦
（
？

Ｚ：｜

ｉ

ｌ

ｌ
ｉ
ｆ
‐
Ｉ

｜

　
児
童
手
当
制
度
は
、
父
母
そ
の
他

の
保
護
者
が
、
子
育
て
の
第
「
義
的

責
任
を
有
す
る
と
い
う
基
本
的
認
識

の
基
に
児
童
を
養
育
し
て
い
る
者
に

手
当
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。
家
庭

に
お
け
る
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る

と
と
も
に
、
次
代
の
社
会
を
担
う
児

童
の
健
や
か
な
育
ち
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
、
”
．
’
ン
‥
ご
・
．
－
＝
・
－
Ｉ
”
－
’
．
ス
ｆ
－
■
■
一
一
■

　
中
学
校
卒
業
ま
で
（
１
５
歳
の
誕
生

日
後
の
最
初
の
３
月
3
1
日
ま
で
）
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

一
１
　
一
丿
一
・

Ｉ
－
一

一
一
一
一
一

－

－
一
一
一
一
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３
歳
未
満
　
　
　
１
５
、
０
０
０
円

３
歳
以
上
小
学
校
終
了
前

（
第
１
子
及
び
第
２
子
）
１
０
、
０
０
０
円

３
歳
以
上
小
学
校
終
了
前

（
第
３
子
以
降
）
　
１
５
、
０
０
０
円

中
学
生
　
　
　
　
　
１
０
、
０
０
０
円

所
得
制
限
以
上
　
　
５
、
０
０
０
円

　
ム
サ
レ
ノ
ヘ
…
…
レ
…
…
１
．
．
‐
‐
に
ｙ
・
‥
・
↑

　
認
定
請
求
を
し
た
日
の
次
の
月
か

ら
、
支
給
事
由
の
消
滅
し
た
目
の
月

ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

例えば・　・　・

①５月20日に認定請

　求を行なった場合

　→６月分から支給

②７月15日に受給権

　が消滅した場合

　→７月分まで支給

Ｉ
■
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Ｉ
Ｉ
■
－
■
Ｉ
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Ｉ
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Ｊ
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Ｉ
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ｒ
■
Ｉ
■
Ｉ
■
■
Ｉ
■
Ｉ
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

と
な
り
ま
す
、　

手
当
は
毎
年
２
月
、
６
月
、
１
０
月

に
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

Ｉ－
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Ｉ

所
得
制
限
限
度
額

「

＝

扶養の数 所得制限

Ｏ人 ６２２万円

１人 ６６０万円

　　２人

－　-一一一一一一　-一一

　　３人

　６９８万円

一一　－

　７３６万円

４人 ７７４万円

５人 ８１２万円

一
一
■
一
－

一
■
一
－
－
一
一
一
一
　
－
Ｉ
一
■
Ｉ

　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｉ
ド

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、

毎
年
６
月
中
に
児
童
手
当
現
況
届
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
現
在

に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
于

当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

　
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い

て
は
、
郵
送
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
今
年
の
現
況
届
は
、
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
会
の
申
請
と
合

わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
同
封

の
申
請
書
も
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
現
況
届
に
必
要
な
書
類
等

○
印
鑑
（
認
印
で
結
構
で
す
）

○
請
求
者
が
被
用
者
（
会
社
員
な
ど
）

　
の
場
合
、
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　
の
写
し
な
ど

○
平
成
2
6
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入

　
さ
れ
た
方

・
児
童
子
当
用
の
所
得
証
明
書
が
必

　
要
に
な
り
ま
す
。

　
　
（
平
成
2
6
年
１
月
１
日
現
在
の
住

　
所
地
で
発
行
）
源
泉
徴
収
票
や
納

　
税
通
知
書
で
は
ダ
メ
で
す
。

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
会
は

　
平
成
３
年
１
月
１
目
に
お
住
ま
い

　
だ
っ
た
市
町
村
で
の
申
請
と
な
り

　
ま
す
。

　
ご
賄
い
言
加
号
先
」

役
場
住
民
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

Ｓ
８
５
－
２
３
・
３
つ
、
）
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